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2019年度在校生 日本語能力試験合格者

日本語教育能力検定合格者インタビュー

― 合格結果が出たときの感想をお聞かせください。
自己採点をしていたのですが、結果が出るまではずっと不安でした。
合格通知が自宅に届いたときは、嬉しかったのと同時にとてもほっとしました。
― 合格するために一日何時間くらい勉強しましたか？
授業で試験対策をしていたので、2ヶ月前までは自宅での勉強時間をほとん
ど設けていませんでしたが、試験直前の1ヶ月間は2時間ほど勉強するよう

にしていました。また、電車での通学時間も用語集を見るなど、勉強時間に
あてていました。
― 合格を目指している学生に一言、お願いします。

難しい試験ですが、授業をしっかり受け理解し、復習を繰り返すことが大切
です。あきらめなければ合格できると思うので、頑張ってください。

2019年度卒業生内定状況

【貢献】
◆N1・・・4名
◆N2・・・35名
◆N3・・・82名
計 121名

2019年度検定合格状況

①感じたことは「嬉しかった」、ということ。ただ、就
労ビザを取得できるかどうか不安に思っていまし
た。その気持ちから自分が就労ビザ申請に向け
てやるべきことを先生に相談して行動しました。
②履歴書を丁寧に作成すること、日本語能力試験
を持っていなかったので取得するため授業を今ま
で以上に集中して受けました。また、自分の夢を
実現するぞ、と思いながら活動しました。
③就職活動よりも、内定取得後、会社に提出する
書類の作成・手続きにわからないことがあり、苦
労しました。
④母国も日本のように島国で、魚を食べる習慣が
あるので母国でも店舗展開したいと考えています。
そのため、5～10年は日本で勤務し、母国への店
舗展開のためのプロジェクトを立ち上げ、市場調
査をし実際にお店を展開することが私の目標です。

①クラス内で1番最初に内定をもらいとても
嬉しかったです。
②学校が教えてくれた説明会にはすべて
参加しました。できるだけ多くの会社の説
明を聞いて選考につながるチャンスを無
駄にしたくなかったからです。
③多くの企業が「日本語能力試験を取得し
ていること（特にN2以上）」が条件であっ
たので、取得のため苦労しました。
④日本で10年ほど働いて知識やスキルを
身に付けた後、母国でビジネスをしたい。
―これから就職活動をする学生へアドバイ
スをお願いします。

⇒日本の企業で働くためには日本語能力試
験N3・N2・N1を取得する必要があります。
その他、TOEICや車の免許など自分の武器
を持っておくことが大切だと思います。

2019年7月13日付株式会社スシローグローバルホールディングスより内定をいただいた
アガラカダ アラッチゲ イシャン サンジーワさん、
そして2019年9月9日付大三ミート産業株式会社より内定をいただいたダカル ニラジさん、
戸惑うことも多い日本の就職活動に力を注ぎました。当時の様子や思いを振り返っていただきます。

◆質問事項◆
①内定をいただいた時の当時の感想を聞
かせてください。
②どのようなことを考えながら活動してきま
したか？
③母国では馴染みのない就職活動、一番苦
労したことは何ですか？
④これからの目標は何ですか？

アガラカダ アラッチゲ
イシャン サンジーワさん

（スリランカ）
2W クラス

ダカル ニラジさん
（ネパール）
2O クラス

就職希望者数180名 内定者数122名
就労ビザ申請数85名（うち申請許可数35名）

◆内定取得者数
（2020年3月23日現在）

日本語教育能力検定試験は、日本語教員として働くときに必要とされる資格の一つであり、
合格率は30％以下の難易度の高い試験です。2019年10月に実施された日本語教育能力
検定に国際貢献専門大学校の学生が見事に合格いたしました！

【西日本】
◆N1・・・2名
◆N2・・・13名
◆N3・・・185名
計 200名

試験資格合格者状況（貢献）

◆パソコンスピード
認定試験 合格率

◆情報処理検定
合格率

国際貢献専門大学校の学生が
人命救助に貢献しました！

2月7日（金）に当学園近くの踏切にて遮断機が下りたため線

路内に閉じ込められてしまった女性を、国際貢献専門大学校
の学生が救助するという出来事がありました。

この出来事は、救助した学生に一言お礼が
言いたいという女性の電話により発覚しました。

当時の様子について女性を救助した国際貢献
専大学校の1Aクラスのマティワラゲ アーシリ
サムパッドさん（スリランカ）に話をうかがいまし
た。

― 当時の状況について教えてください。

⇒通りがかったとき、車で隠れていたが、人の姿が見えたので
確認してみたら線路で女性が倒れていた。女性の体には遮断
機の棒が乗っている状態で逃げられそうな状態ではなかった。
― どうして助けようと思ったのですか？
⇒「助けよう」という気持ちがその時あったか覚えていないが、
とっさに体が動いた。
― どのようにして助けたのですか？

⇒女性を抱えて、踏切から出した。大丈夫なのを確認して、自
転車で帰った。
―当時の感想、今後どのように行動していこうと思いますか？

⇒見かけたとき、体は動いたがいつ電車が来るか分からない
中だったので、自分自身は怖かった。おばあさんが助かって良
かったとは思うが、どうしようもない状況で困っている人がいれ
ば、助けるのは当たり前のこと。これからもそれは変わらない
ので、同じようなことがあれば、助けてあげたいと思う。

グリーバルキャリア
日本語教師
養成学科

3J 原中 理沙



西日本国際教育学院
2019年度 西日本国際教育学院卒業セレモニー

3月6日（金）、2019年度西日本国際教育学院卒業セレモニーが行われました。

今年はコロナウィルス感染拡大防止の為、例年とは異なる形で執り行われました。はじめに学生はクラスごとに決められた教室に入り、検温をするという物々
しい雰囲気の中でスタートしました。セレモ二―は宮田学院長の祝辞VTRで始まり、事前に録画されていた1名の在校生代表の送辞、5名の卒業生代表による答
辞の動画を各教室で視聴しました。その後も、61名の皆勤賞の紹介、そしてメモリアル動画が流れ、あっという間の2年間を振り返り、一人ひとりが仲間とともに
楽しい思い出を語らう時間となりました。

動画を視聴した後は、各クラスの代表が卒業証書を担任の先生から授与されました。また、学院長が各クラスを回り、卒業生にお祝いのメッセージを送り、さら
に最優秀賞受賞者（2名）、学院長賞（1名）、優秀賞（3名）がいるクラスを訪問し、直接賞状を授与しました。大規模な卒業式はできませんでしたが、学生にとって
はクラスの仲間や先生と特別な時間を過ごすことができ、アットホームなセレモニーになったようです。今回の卒業セレモニーでは481名（ネパール262名、ベトナ
ム187名、ミャンマー16名、中国12名、スリランカ4名）の学生が巣立っていきました。
セレモニーにはコロナウイルス感染拡大防止による卒業式の相次ぐ中止というタイムリーな話題もありNHKの取材が入ることとなり、セレモニーの最初から最
後まで撮影が続けられました。インタビューを受けた3名の学生は卒業生らしく流暢な日本語で回答し、特に中国からの留学生は将来の夢を聞かれ、「中国から
の観光客を案内する仕事に就きたい」と胸を張って答えていました。

（モニターにて祝辞を聞く学生たち） （各教室を回って祝辞を述べる学院長） （最優秀賞は直接表彰されました）

（規模は大幅に縮小しましたが、鮮やかな民族衣装を身にまとってセレモニーに臨みました）

（インタビューに答えるアクマル カーン）

（エントランスの飾りつけ）

各賞受賞者紹介

送辞、答辞のスピーチはセレモニーより一足先に玉川キャンパスにて撮影が行われ、セレモニー当日各教室で映像が流されました。

チャン ティ タン ニャン
（ベトナム） パン イー ピュー

（ミャンマー）

ジ トクセイ
（中国）

在校生送辞

在校生送辞・卒業生答辞

優秀賞
2年1組
4月期生
成績、
出席率良好。

2年24組
10月期生
成績、
出席率良好。

2年24組
10月期生
成績、
出席率良好。

ボウデル スラジ
（ネパール）

卒業生答辞

モホマドアンワル
アクマルカーン
（スリランカ）

最優秀賞
2年14組 4月期生

成績、出席率ともに
特に優秀な成績を
修めました。
※答辞も行いました。グエンティウエントア

（ベトナム）

2年1組 7月期生
成績、出席率ともに
特に優秀な成績を
修めました。

ラムホアンティエンロン
（ベトナム）

学院長賞
2年14組 4月期生

成績、出席率良好。
ボランティア活動
に積極的に参加し
ました。

サインチョータン
（ミャンマー）

シウタニアーシュマ
（ネパール）

グエンティ タンチヤー
（ベトナム）。

グエンフンマン
（ベトナム）



国際貢献専門大学校

3月11日（水）国際貢献専門大学校で卒業セレモニーが行われました。例年通りであればホテルの大きな会場で卒業式として大々的に行われる予定でしたが、
新型コロナウィルスの流行に伴う全国各種イベントの自粛に倣い、当校も中止となりました。

しかし、コロナウイルスの影響を極力受けない形でという意向もあり、教室でクラス担任が主となり卒業セレモニーを行い、それを教職員一同一丸となって盛り
上げるという形式にて行いました。感染拡大を防ぐため、学生たちは予め録画していた宮田理事長、川副学長の卒業生へのビデオメッセージを教室で見ました。
その後、卒業証書はクラスの代表1名のみに担任から授与されました。クラスごとに行われていたセレモニー中には学長がクラスを回って、皆勤賞の学生の表彰
とともに宮田学園を旅立つ学生たちに激励のメッセージを送りました。

最初は不安もあったのですが、先生からのメッセージビデオや担任からの最後のメッセージで、涙あり笑いありのほのぼのとしたセレモニーとなりました。卒業
生たちの心に残るセレモニーになったようです。

2019年度 国際貢献専門大学校卒業セレモニー

（教室を訪問し、激励する川副学長）

福岡県知事賞受賞者 最優秀賞受賞者

ムダリゲ ドン サジト
ティラクシャナ

（スリランカ）

［取得資格］
◆日本語能力試験N3
◆情報処理技能検定試験
表計算4級

◆パソコンスピード認定
試験5級

［進路］
就職 ホテル業

ビルラフ MD ムスタイン

（バングラデシュ）

［取得資格］
◆日本語能力試験N2
◆情報処理技能検定試験
表計算準2級

◆パソコンスピード
認定試験5級

［進路］
就職 食品加工業

優秀賞受賞者
ブイ ティ ハ

（ベトナム）

［取得資格］
◆日本語能力

試験N2

アディカリ スマン

（ネパール）

［取得資格］
◆日本語能力

試験N2
［進路］ 就職

［進路］ 就職

ファン ゴック リン
（ベトナム）

［取得資格］
◆日本語能力

試験N2

［進路］ 進学

アラム エムディ
シャフ

（バングラデシュ）
［取得資格］
◆日本語能力

試験N3

［進路］ 就職

（モニターにて祝辞を述べる川副学長）（モニターにて祝辞を述べる宮田理事長） （モニターにて祝辞を聞く学生たち）

（こじんまりとしたセレモニーとなりましたが笑顔あふれるイベントになりました）（担任より卒業証書を受取る学生）
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サーカス鑑賞会

1月25日(金) に玉川キャンパスの国際交流センターで西日本国際教育学
院１月期生入学式を執り行いました。
ミャンマー3名・ベトナム1名の2カ国から新入生を迎えました。新入生の中
には日本語能力試験に合格した優秀な学生もおり、これからの日本語の学
習を楽しみにしているようです。

2019年度１月期生入学式

成人式に参加しました 陶芸教室を開催しました

国際貢献専門大学校は2月18日（火）、西日本国際教育学院
は26日（水）に木下大サーカスの福岡公演を観覧しました。
宮田学園の学生全員でサーカス観覧ができるのは5年に1度な
ので、学生たち一人一人が観覧前からとても楽しみにしてい
ました。また、サーカスを見るのは初めてだという学生も多
く、「サーカスって何？」という人もいました。しかし、ひ
とたびショーが開演すると、全員が夢中になってサーカスを
楽しんでいました。ハラハラ、ドキドキが止まらない空中ブ
ランコやライオンのショーも盛り上がりましたが、特に学生
たちが興奮していたのはオートバイのショーでした。狭い檻
の中を猛スピードで走り回るバイクが衝突するのではないか
と手に汗を握りながら楽しみました。観覧中、学生がパ
フォーマーに手を引かれ、パフォーマンスに参加するという
貴重な体験もできました。天候にも恵まれ、学生たちにとっ
てとても良い思い出づくりができたようです。

1月13日（月）に、「令和元年度 福岡市成人の集い」に当学園の学生19名
が参加しました。参加者の内訳はベトナム人学生6名、ネパール人学生12名、
中国人学生1名です。

当日は天気も良く、学生は国の衣装に身を包み、晴れ晴れとした気持ちで
会場へと向かいました。
成人式終了後は、学園に戻り、お祝いの食事会を行いました。

各国を代表してシュレスタ ミランさん、ギ ハクリンさん、ボ ティ トゥイさ
んがそれぞれ「大人としての目標」を発表し、今後の生活をより良くすること
を誓いました。
一生に一度しかない成人式、学生の心に深く残る出来事になりました。

1月31日(金)に高木寮にて 2年生の陶芸教室を実施しました。
12年続く行事になり、今年も福岡県東峰村にある、小石原焼のマルワ窯さん
が来られ、小石原焼の実演を見せて頂いた後に学生が絵付けを体験しました。
出来上がった絵皿は2年生の卒業記念品として卒業証書
と一緒に持ち帰りました。
学生も満足げに写真を撮ったり見せ合ったりしていました。
卒業のいい記念になりました。

新入生の
お知らせ


